
2018 年 7月 17 日○▶ 9 月 28 日○火 金

個人向け国債の購入金額に応じた「JCBギフトカード」プレゼント額

FFG証券では と の組み合わせによる
「分散投資」として２つのコースをご用意しました。

分散投資
とは？

分散投資
の例

資産（銘柄）の分散

上場株式、投資信託
銘柄数や組み合わせはお客さまが自由にお決めになれます
（１銘柄でも可能です）

Ａ
コ
ー
ス

地域（通貨）の分散 時間（時期）の分散

お問い合わせ先

平成30年７月１３日現在

夏のキャンペーン

受付時間
9：00～17：00
（土・日・祝日・休日を除く）

フリーダイヤル 0120-066-257
FFG証券 検索https://www.f fg-sec.co.jp/ホームページ

お客様
サポートセンター

FFG
証券

投資におけるリスクを減らす方法の1つに、分散投資があります。分散投資には、「資産・銘柄」の分散や、
「地域の分散」などの他、投資する時間（時期）をずらす「時間（時期）分散」という考え方があります。

個人向け国債

ご購入金額 10年債
（変動金利）

5年債
（固定金利）

3年債
（固定金利）

プレゼント額 プレゼント額

ご購入金額

100万円以上～200万円未満

200万円以上～300万円未満

300万円以上～400万円未満

400万円以上～500万円未満

500万円以上～600万円未満

600万円以上～700万円未満

700万円以上～800万円未満

800万円以上～900万円未満

900万円以上～1,000万円未満

1,000万円

以降100万円増額毎に

21,000円

24,000円

27,000円

30,000円

3,000円増加

14,000円

16,000円

18,000円

25,000円

2,000円増加

12,000円

14,000円

16,000円

20,000円

1,000円増加

2,000円

4,000円

6,000円

8,000円

15,000円

18,000円

1,000円

3,000円

5,000円

6,000円

10,000円

12,000円

1,000円

3,000円

4,000円

5,000円

8,000円

10,000円

10年債
（変動金利）

5年債
（固定金利）

3年債
（固定金利）

A社株式 B社株式 C社株式 投信A銘柄 投信B銘柄

100万円以上 100万円以上

先進国債券（Aaa格）
Ｂ
コ
ー
ス 個人向け国債

3万ドル以上 100万円以上

コースの併用は
できません

金融商品等にご投資いただく際には、各商品に所定の手数料（株式取引の場合は約定代金に対して最大1.242%（消費税込）、ただし最低2,700円（消費税
込）の委託手数料、投資信託の場合は銘柄ごとに設定された販売手数料および信託報酬等の諸経費、等）をご負担いただく場合があります。金融商品には
株式相場、金利水準の変動や発行者の信用状況の悪化等により、投資元本を割り込むおそれがあります。各金融商品毎に手数料およびリスクは異なり
ますので、金融商品等の取引に際しては、当該商品等の契約締結前交付書面等をよくお読みください。

対象商品は値動きのある商品ですので、キャンペーン期間中にご購入いただくことが、必ずしも有利になるとは限りません。また、お申込みになった日が約定
日とならないケースもありますので、当初想定のご購入金額を超えることもあります。ご購入のタイミングは、お客様ご自身で判断ください。各商品の取引
に際しては、当該商品等の契約締結前交付書面、目論見書及び目論見書補完書面またはお客様向け資料等をよくお読みください。

投資信託の場合は、商品ごとに設定された販売手数料および信託報酬等の諸経費が直接または間接的に必要になります。
各対象投資信託には、金利・為替・株式相場等の変動や、有価証券の発行者の業務または財産の状況の変化等により価格が変動し、元本の
損失が生じるおそれがあるものもあります。商品ごとに手数料等およびリスクが異なります。これらのリスクは、すべてお客さまに帰属します。
外貨建て債券のご購入に際しては、「外国証券取引口座」の開設が必要となります。外貨建て債券を募集・売り出しによりご購入いただく場合は、
購入対価のみをお支払いいただきます。外貨建て債券は、金利水準の変動等により価格が上下し、元本の損失を生じる恐れがあります。そのほか、
カントリーリスクおよび為替相場の変動等、倒産等、発行会社の財務状況の悪化等によっても元本の損失を生じる恐れがあります。
●個人向け国債のご購入に際しては、購入対価のみをお支払いいただき、手数料はかかりません。●利子の受取時に20.315％の税金（申告
分離課税）が差し引かれます。●個人向け国債は、発行後1年間の中途換金禁止期間があります。また、中途換金をする場合は、中途換金調整
額が額面金額に経過利子を加えた金額より差し引かれます。●取引にあたっては、契約締結前交付書面をよくお読みください。

●追加型公社債投資信託（MRF等）、およびノーロード投資信託、スイッチング取引、償還乗換優遇での購入は対象外とします。●対象となる投資信託・株式
については最寄りの支店にお問い合わせください。●対象金額は、購入時手数料や消費税を含めた、キャンペーン期間中の累計購入金額です。（コースの併用
はできません）●「グルメカタログ」、「JCBギフトカード」は2018年10月末に発送予定です。●「JTB旅行券」の当選者の発表は、発送をもってかえさせていただ
きます。（2018年10月末発送予定）●キャンペーン内容については、予告なく変更する場合がございます。●お受取りになられた商品券は、税務上、雑所得に
該当しますので、確定申告が必要となる場合があります。詳しくは税務署等にご相談ください。●本キャンペーンは、他のキャンペーンとの併用はできません。

リスク資産

リスク資産

リスク資産

上場株式や投資信託と個人向け国債の組み合わせによる分散投資Aコース

先進国債券と個人向け国債の組み合わせによる分散投資Bコース

価格が高いときに
少なく購入

価格が安いときに多く購入

国内債券
外国債券

国内株式

外国株式

国内リート

海外リート

キャンペーン特典は中面をご覧ください！

※信用取引は除きます。

FFG証券
キャラクター
「こまめちゃん」

FFG証券からのご案内

証券会社紹介サービス ご留意事項

福岡銀行・熊本銀行・親和銀行からのご案内

■お客さまへのFFG証券のご紹介について ○福岡銀行・熊本銀行・親和銀行は、グループ会社のご案内として、お客さまにFFG証券のご案内をさせて
いただき、お客さまのご同意がいただけた場合に限って、お客さまへFFG証券を紹介させていただきます。

■別法人であること ○「福岡銀行・熊本銀行・親和銀行」と「FFG証券」はグループ会社ですが、別法人であり、それぞれが責任を持って、お客さまと対応
いたします。
■情報の相互提供のご同意について ○FFG証券のご紹介に際し、福岡銀行・熊本銀行・親和銀行ならびにFFG証券の両社で、今後ともお客さまの資産
運用にお役立ていただけるご提案等をさせていただきたく、お客さまの情報を両社間で共有することについて、別途ご案内する情報の相互提供についての
同意書面を事前にご提出くださいますようお願い申し上げます。

■お取引をいただく契約先について ○ご紹介させていただきましたお客さまに対しましては、FFG証券より商品のご説明をさしあげます。またご契約を
お申込いただける場合の手続きは、FFG証券が行います。○したがいまして、お客さまがご契約される場合の契約先はFFG証券となり、またご購入いただく
商品は、FFG証券が取扱う商品となります。○FFG証券が取扱う金融商品は預金ではありません。また預金保険の対象ではありません。○FFG証券の取扱う
商品のうち銀行で取扱ができない商品（株式、外国債券等）については、法令の制限から福岡銀行・熊本銀行・親和銀行による商品説明や勧誘は行えま
せん。これらの商品をご希望される場合は、お客さまへFFG証券をご紹介させていただくのみとなります。○福岡銀行・熊本銀行・親和銀行がFFG証券を
ご案内することが、FFG証券を通じたお取引のみを推奨するものではございません。また、後述で説明させていただく同意書の提出の有無、および、FFG証券
とのお取引の有無が、お客さまの福岡銀行・熊本銀行・親和銀行における他のお取引に影響を与えることはございません。

ＦＦＧ証券への詳細について詳しくは、福岡銀行・熊本銀行・親和銀行本支店の店舗窓口にお問い合わせください。（※福岡銀行の出張所および国際線
ターミナル支店、広島支店、大阪支店、名古屋支店、東京支店、親和銀行の東京支店、小値賀支店、宇久支店、福江支店、新上五島支店、対馬支店・
壱岐中央支店は除きます。）

［商号等］株式会社 福岡銀行（登録金融機関） ［登録番号］福岡財務支局長（登金）第7号 ［加入協会］日本証券業協会、一般社団法人金融先物取引業協会
［商号等］株式会社 熊本銀行（登録金融機関） ［登録番号］九州財務局長（登金）第6号　 ［加入協会］日本証券業協会
［商号等］株式会社 親和銀行（登録金融機関） ［登録番号］福岡財務支局長（登金）第3号 ［加入協会］日本証券業協会
［商号等］FFG証券株式会社（金融商品取引業者） ［登録番号］福岡財務支局長（金商）第5号 ［加入協会］日本証券業協会

投資信託

外貨建て
債券

個人向け
国債

ご投資にあたっての留意点

キャンペーン注意事項

安定資産

安定資産

安定資産

米ドル

日本円

ポンド

ユーロ

格付けの高い、海外先進国の国債で通貨を分散
（どちらか1銘柄でも可能です）

米国国債 オーストラリア国債

FFG証券 夏のキャンペーン



【特典①および特典②に該当するお客さまが対象になります】

個人向け国債の購入金額に応じて「JCBギフトカード」をプレゼント！
とあわせて個人向け国債を購入された場合、

「累計購入金額」に応じて「グルメカタログ」をプレゼント！
キャンペーン期間中の　　　　  の

個人向け国債の購入金額に応じた

株式、投資信託合計で期間累計購入金額300万円以上

個人向け国債購入金額100万円以上

先進国債券の期間累計購入金額3万ドル以上

個人向け国債購入金額100万円以上

Aコース
の例

Bコース
の例

株式、投資信託合計で期間累計購入金額500万円以上

個人向け国債購入金額100万円以上

先進国債券の期間累計購入金額5万ドル以上

個人向け国債購入金額100万円以上

Aコース
の例

Bコース
の例

特 典
1

特 典
2

特 典
3 更に！ 夏のビッグチャンス！！

「JCBギフトカード」
プレゼント

個人向け国債の購入金額に応じた

「JCBギフトカード」
プレゼント

の「累計購入金額」が300万円もしくは3万ドル以上となった場合

の「累計購入金額」が500万円もしくは5万ドル以上となった場合

※当選者の発表は、JTB旅行券の発送をもってかえさせていただきます。（2018年10月末発送予定）※抽選は、累計購入金額の多寡に関わらずおひとり様1口です。
※各コースとも当選率は同じです。 

①金額は、期間中（2018年7月17日～9月28日）の累計購入金額となります。
②一度の投資でまとめて購入する必要はありません。複数回に分けて投資時期を
分散することで、更にリスクを小さくすることが可能です。

「累計購入金額」について
時間分散の効果

分散投資をされたすべてのお客さまの中から
抽選で100名さまに「JTB旅行券5万円」をプレゼント！！

※ プレゼントの金額については裏面をご覧ください。

個人向け国債の
購入金額に応じた

「JCBギフトカード」
プレゼント※

※2

※2

※1

※1

※1 写真はイメージです。 ※2 プレゼントの金額については裏面をご覧ください。

株式、投資信託合計で期間累計購入金額100万円以上

個人向け国債購入金額100万円以上

先進国債券の期間累計購入金額3万ドル以上

個人向け国債購入金額100万円以上

Aコース
の例

Bコース
の例

特 典
1

特 典
1

（株）岩田屋百貨店の
グルメカタログ

（株）岩田屋百貨店の
グルメカタログ

（「美味選集」5千円相当）

（「美味選集」1万円相当）

リスク資産

リスク資産

リスク資産

リスク資産

資産（銘柄）の分散

株　式

国　内
海　外

先進国 新興国

債　券
リート

国内株式
国内債券
国内リート

先進国株式
先進国債券
先進国リート

新興国株式
新興国債券
新興国リート

1つの資産に投資するのではなく、値動きが異なる資
産を複数組み合わせて保有することで、リスクを分散
することが期待できます。

分散投資のテクニックその1

時間（時期）の分散
分散投資のテクニックその3 時間分散の効果

資産分散・地域分散の効果

一定金額ずつ購入すると、価格が
高いときには少なく、安いときに
は多く買うことになり、平均購入
価格を低く抑えることが期待でき
ます。

米ドルを3,000円分買う場合、
1,000円ずつ３回に分けて買う場
合と、１回でまとめて買う場合を
右の図で比べてみましょう。

125円

110円

95円

80円

約103円
平均購入価格

実際の価格

時間分散

一括

合計

29ドル

27ドル

支払った金額

3,000円

3,000円

例えば…

110円

125円

80円

買うタイミングを分散することでドルを多く購入でき、単価も下がった！

国内だけでなく、さまざまな国の債券や株式等を
併せ持つことで、収益機会を増やしながら、リスク
を分散することが期待できます。

地域（通貨）の分散
分散投資のテクニックその2

分散投資のテクニック 知らなきゃ 損！

※表の投資対象は一例です。

■各資産のインデックスの推移（円ベース）

1回目 2回目 3回目

9ドル￥ 12ドル￥ 8ドル￥

27ドル￥￥ ￥

米ドル
日本円

ポンド
ユーロ

出所：ブルームバーグのデータを元にＦＦＧ証券作成　
期間：2002年12月末～ 2018年5月末　2002年12月末を100として指数化。
新興国株式：MSCIエマージング・マーケッツ・インデックス、先進国株式：MSCIコクサイ・インデックス、新興国国債：J.P. Morgan GBI-EM グローバル・ダィバーシファイド・イン
デックス、日本株式：TOPIX、世界国債：FTSE世界国債インデックス、分散投資（5資産に均等配分）：新興国株式、先進国株式、新興国国債、日本株式、世界国債の5資産に月次で
均等配分したと仮定して算出
株価指数はすべて配当込み。
本資料のデータ・分析等は過去の実績や将来の予測、作成時点における当社および当社グループの判断を示したものであり、将来の投資成果および市場環境の変動等を示唆・
保証するものではありません。

分散投資により値動きが安定

以下のチャートは、値動きの異なる資産にそれぞれ投資した場合と、5種類の資産に分散投資した場合の値動きを示
したものです。均等に分散投資した場合の値動きは、単一の資産の値動きと比べて安定した動きとなっています。


